
17Stage Sound Journal No.147 July 2026

Scene for SSAJ②

リポート：佐藤 こうじ

セミナー参加レポート
「豪華客船 タイクツニック号 沈没」における
イマーシブ音響技術の活用

概要
2026年 6月19日、吉祥寺シア
ターにて開催された（公社）日本
舞台音響家協会、フライングシ
アター自由劇場 共同主催のサウ
ンドセミナーに参加した。本セ
ミナーでは、フライングシア
ター自由劇場 第七回公演「豪華
客船 タイクツニック号 沈没」
（演出：串田和美）を題材に、音
響プランナー市来邦比古氏によ
るイマーシブ音響技術の現場実
演と解説が行われた。

システム構成
本公演の音響システムは、市
来氏が所有する「DME7 SoundxR 

image」を中心に構築されていた。
・ミキサー：YAMAHA DM7C

・ プロセッサー：YAMAHA DME7

（32in 16out）
・ イマーシブスピーカー出力構
成：
 メイン：NEXO S12（ 1 / 1×
2セット）
フロンタル：NEXO P8（6）
ウォール（LR）：NEXO ID24（6）
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 ス テ ー ジ リ ア：YAMAHA 

DZR12（ 1 / 1× 2セット）
・一般音響スピーカー出力構成
楽器用モニター：NEXO P8（2）
演者用モニター：NEXO P8（2）

マイクとオブジェクト設計
空間表現のために下記の通り

多様なマイクが活用されていた。

・ マイクの種類：ペンシルマイ
ク（吊 2本）、ガンマイク（吊 2

本）、フットガンマイク（ 5本）、
および楽器用マイク多数。

・ 運用：マイク入力のほぼ全て
をオブジェクトとして立ち上
げ、「Sound xR enhance」を使
用せず、マイク位置とオブ
ジェクト設定を組み合わせる
ことで自然な広がりを創出し
ていた。

セミナー内容と技術的知見
市来氏によるイマーシブ効果
応用は 4回目であり、それに基
づく本セミナーでは、客入れの
時点から豊かな定位感が確保さ
れていた。

オブジェクトベース音響の利点
・ 直感的な操作：従来の「dBに
よるレベル調整」ではなく、タ
ブレットを使用して「上へ」
「左へ」と直感的に音像を移動
させることが可能である。

・ 演劇音響の課題解決：スピー
カーを物理的に配置できない
場所にも定位を作れる点は、
演劇音響における画期的なア

図1　スピーカーシステム配置図

図2　シグナルフロー図

図3　システムブロックダイアグラム
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プローチである。

・ ワークフローの効率化：通常
の仕込みと比較して時間はか
かるものの、音作りそのもの
は圧倒的に速い。また、スピー
カー位置の変更が必要な際も、
設定をずらすだけで対応可能
なため修正が容易である。

システム拡張性と今後の展望
DME7はライセンス追加によ
り最大64in 32outまで拡張可能
である。現在の16out構成では吉
祥寺シアター規模には対応可能
だが、より大規模な会場や特殊
な定位表現を求める際には、さ
らなる出力数が必要になる可能
性があると感じた。

結びに
今回のセミナーを通じて、空
間オーディオ技術が演劇の音楽
表現をどのように深化させるか
を深く体験することができた。
なお、筆者が 3月に豊橋で行っ
た公演のレポートについては、
近日公開予定である。

図4　スピーカー配置のイメージ図

図5　吊り込みマイクロフォン配置図

実際の舞台セットを用いてセミナーが行われた ウォールスピーカーに使用されたNEXO ID24


